
情報と知識－メディア・リテラシー入門 
 
 
 
 



メディア・リテラシー 

情報を「評価したり識別したりする」能力 

 

【総務省の定義】 

１．メディアを主体的に読み解く能力。 

２．メディアにアクセスし、活用する能力。 

３．メディアを通じコミュニケーションする能力。特
に、情報の読み手との相互作用的（インタラク
ティブ） コミュニケーション能力。 



情報の送り手と受け手 

【発信者】メディア 

① 偏向報道・虚偽報道の抑制 

② 不偏不党性 

 

【受信者】私たち 

① その情報の信憑性・妥当性 

② ①が欠落している場合には、どのような偏りが
あるのか 

③ 情報発信者の意図を「解釈」する 



情報の定義 

 伝達されてくるもの 

 一回限り（頻出性と情報価値） 

 意思決定に影響する 

 言語の集まり  

 認識の役割 

  （情報⇒認識）／（認識⇒情報） 

  情報の運用・処理 

＊「情報化社会」と「電子情報化された社会」 

 



知識の特徴 

 自発的に獲得するもの 
 時限性はない 
 意思決定に影響する 
 言語の集まり  
 認識の役割 
 
「解釈」の余地 
Interpretation 解釈／演奏 
「作者」の死  



情報と知識 

 二つの言語〔オースティン〕 
 「事実確認」型（～である） 
 「行為遂行」型（～すべき） 
 プライマリー効果とフレイミング効果 
 
 認識と事実の不可分性  
特定の認識に立つ＝特定の事実を受け入れる  
 知る ＃ 情報を集めること 
 「知る」という行為 ＝認識の変容 ＝「他者」の受容 

 



 言語論的転回（Linguistic Turn） 
①現実は社会的につくられる 
②現実は言語によってつくられる（認識される） 
③言語は社会的な構築物である 
 
●理論と現実の関係 
問題解決型理論(Problem-solving theory) 
批判理論(Critical theory) 
 



情報化社会とデモクラシー 

 ネットワークは民主的か？ 

 ネットワークは「開かれている」のか？ 

責任・公平性・平等性・権利・義務etc.. 

 

 情報へのアクセスの難易（受信／発信） 

 論理性・合理性・明晰性 

＝他者を沈黙させるはたらき 

 

 



 

http://www.hottokenai.jp/pub/ 



http://www.one.org/international/ 



 



 

© The Eighth day, June 11, 2006.  


